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ごみ減量化推進協議会 提言書を提出！………⑥

男女共同参画社会の実現を目指して…⑦

11月９日〜15日は秋季火災予防運動週間……⑧

読書の秋ににのみやの歴史を…………⑨

平成19年度の介護保険の状況は？………⑩

高齢者のためのインフルエンザ予防接種……⑪

　　　　　　　　　　　　　　　　など

「うしさん、こんにちはっ！」

（平成19年10月３日　畜産共進会にて撮影）

11月９日（日）に開催されるふるさとまつり・農林水産まつりでは

子牛とのふれあいや搾乳体験など、楽しみがいっぱい！

詳しくは15ページをご覧ください。
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９
月
５
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
町
議
会
９
月
定
例
会
で
、
平
成
19
年

度
の
歳
入
歳
出
決
算
が
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
一
般
会
計
と
四
つ
の
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
、
老
人
保
健
医

療
、
介
護
保
険
、
下
水
道
事
業
）
を
合
わ
せ
た
歳
入
額
は
１
５
９
億

５
６
４
５
万
６
２
２
１
円
、
歳
出
額
は
１
５
４
億
４
９
１
１
万
７
４

６
円
で
、
差
引
は
５
億
７
３
４
万
５
４
７
５
円
と
な
り
ま
し
た
。

　
税
源
移
譲
や
実
感
の
な
い
景
気
回
復
な
ど
、
引
き
続
き
厳
し
い
財

政
状
況
の
中
、
町
の
最
重
要
課
題
で
あ
る
桜
美
園
の
焼
却
炉
停
止
に

と
も
な
う
ご
み
の
外
部
搬
出
が
始
ま
り
、
よ
り
効
率
的
・
効
果
的
な

事
業
運
営
に
努
め
ま
し
た
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た
大
切
な
税
金
が
ど
の
よ
う
に

役
立
て
ら
れ
た
の
か
、
そ
の
概
要
を
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

　

町
が
各
種
の
事
業
を
進
め
て
い

く
上
で
基
本
と
な
る
経
費
を
計
上

し
た
一
般
会
計
の
歳
入
は
76
億
４

５
万
７
７
１
８
円
で
、
前
年
度
に

比
べ
３
・
５
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

自
主
財
源
の
割
合
は
64
・
５
㌫
で
、

前
年
度
に
比
べ
１
・
０
ポ
イ
ン
ト

増
加
し
ま
し
た
。

　

自
主
財
源
の
う
ち
歳
入
に
占
め

る
割
合
が
最
も
大
き
い
町
税
は
、

前
年
度
に
比
べ
５
・
６
㌫
増
加
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
「
三
位
一
体
改

革
」
に
よ
る
税
源
移
譲
、
景
気
回

復
に
伴
う
法
人
税
割
の
増
な
ど
が

主
な
要
因
で
す
。

　

依
存
財
源
で
は
、
市
場
金
利
の

上
昇
を
反
映
し
た
利
子
割
交
付
金

の
増
加
、
町
債
の
借
換
、
所
得
譲

与
税
の
廃
止
、
地
方
特
例
交
付
金

の
減
少
が
目
立
ち
ま
す
。

一
般
会
計

歳
入

平成19年度 決算概要平成19年度 決算概要貴重な税金を

　　　　まちづくりに活用
町税の内訳　39億8,021万円

0％ 20％ 40％ 60％ 80％ 100％

町民税法人　2.9％
1億1,501万円

軽自動車税　0.7％
2,747万円

町たばこ税　3.2％
1億2,711万円

町民税個人　52.4％
20億8,806万円

固定資産税　40.8％
16億2,256万円
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一
般
会
計

歳
出

　

一
般
会
計
歳
出
は
73
億
３
３
２

万
３
０
５
７
円
で
、
前
年
度
に
比

べ
４
・
３
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　

目
的
別
に
前
年
度
と
比
較
す
る

と
、
民
生
費
は
、
松
根
児
童
館
整

備
事
業
の
完
了
な
ど
で
１
・
４
㌫

減
少
し
ま
し
た
。

　

総
務
費
は
、
百
合
が
丘
第
２
公

会
堂
ア
ス
ベ
ス
ト
撤
去
の
工
事
完

了
な
ど
減
少
要
因
が
あ
り
ま
し
た

が
、
財
政
調
整
基
金
へ
の
積
立
な

ど
で
11
・
５
㌫
増
加
し
ま
し
た
。

　

教
育
費
は
、
平
成
18
年
度
か
ら

２
年
間
の
継
続
事
業
と
し
て
行
っ

た
二
宮
西
中
学
校
校
舎
・
体
育
館

耐
震
補
強
お
よ
び
大
規
模
改
修
事

業
の
減
な
ど
に
よ
り
１
・
９
㌫
減

少
し
ま
し
た
。

　

衛
生
費
は
、
じ
ん
芥
焼
却
場
停

止
に
伴
っ
た
運
営
関
連
経
費
の
大

幅
な
減
な
ど
で
１
・
５
㌫
減
少
し

ま
し
た
。

　

土
木
費
は
、
各
種
公
園
維
持
管

理
委
託
料
の
減
や
田
代
公
園
土
壌

入
替
工
事
の
完
了
な
ど
に
よ
り
、

８
・
６
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　

農
林
水
産
業
費
は
、
土
地
改
良

事
業
や
水
産
振
興
事
業
の
事
業
費

増
な
ど
で
26
・
９
㌫
増
加
し
ま
し

た
。

　

商
工
費
は
、
観
光
協
会
補
助
金

や
起
業
家
支
援
補
助
金
の
見
直
し

な
ど
で
０
・
８
㌫
減
少
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
性
質
別
構
成
は
、
右
の

図
の
と
お
り
で
す
。

Ｑ
…
町
の
財
政
は
大
丈
夫
？

Ａ
…
平
成
19
年
度
決
算
よ
り
、

地
方
財
政
健
全
化
法
に
基
づ

き
公
表
が
義
務
化
さ
れ
た
各

種
比
率
に
お
い
て
、
当
町
の

財
政
は
健
全
で
あ
る
こ
と
が

確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
財
政
規
模
に
対
す

る
収
支
の
額
の
適
否
を
判
断

す
る
実
質
収
支
比
率
も
５
・

３
と
、
適
正
と
さ
れ
る
５
％

前
後
を
維
持
し
て
い
ま
す
。

Ｑ
…
町
財
政
の
特
長
は
？

Ａ
…
町
の
収
入
の
50
％
を
占
め

る
町
税
は
、
そ
の
半
分
以
上

が
個
人
住
民
税
の
た
め
、
働

き
盛
り
で
あ
る
年
代
の
所
得

者
の
数
や
収
入
の
減
少
に
影

響
を
受
け
て
い
ま
す
。

　
　

ま
た
、
財
政
力
を
示
す
財

政
力
指
数
は
０
・
８
５
６
と
、

県
内
市
町
村
平
均
の
１
・
０

５
（
18
年
度
数
値
）
を
下
回

り
、
収
入
力
の
乏
し
い
町
で

あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

Ｑ
…
今
後
の
財
政
運
営
は
？

Ａ
…
健
全
化
判
断
比
率
で
も
分

か
る
と
お
り
、
過
去
か
ら
の

借
入
抑
制
策
に
よ
り
、
町
財

政
は
健
全
と
言
え
ま
す
。

　

し
か
し
、
財
政
力
が
乏
し

い
こ
と
と
、
歳
出
予
算
が
簡

単
に
は
削
減
で
き
な
い
福
祉

や
教
育
等
の
義
務
的
経
費
で

そ
の
多
く
を
占
め
、
弾
力
性

に
乏
く
、
容
易
に
財
政
悪
化

を
招
き
や
す
い
の
で
、
楽
観

視
は
で
き
な
い
状
況
で
す
。

健
全
化
判
断
比
率

実質赤字比率　※該当なし（14.75%）

…一般会計の赤字の割合

連結実質赤字比率　※該当なし（19.75%）

…全会計の赤字の割合

実質公債費比率　5.6%（25％）

…借入金返済による財政負担の程度

将来負担比率　92.6%（350％）

…将来的な負債の財政負担の程度

資金不足比率 ※該当なし（20％）

※は黒字のため該当なし。（　）は早期健全化基準。

歳
出
削
減
と
、
税
や
税
外

を
含
め
た
財
源
確
保
が
必

要
な
ん
で
す
ね
。

Ｑ
＆

Ａ

Ｑ
＆

Ａ

Ｑ
＆

Ａ

町
の
財
政 

町
の
財
政 

町
の
財
政 
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特

別

会

計

　

特
別
会
計
と
は
、
特
定
の
事
業

を
実
施
す
る
た
め
に
、
一
般
会
計

と
切
り
離
し
て
運
営
し
て
い
る
会

計
で
す
。

　

町
に
は
四
つ
の
特
別
会
計
が
あ

り
、
み
な
さ
ん
の
生
活
に
関
わ
る

大
切
な
事
業
を
担
っ
て
い
ま
す
。

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計

　

歳
入
は
繰
入
金
や
繰
越
金
な
ど

の
減
に
対
し
、
高
額
医
療
費
給
付

に
よ
る
過
度
な
財
政
負
担
を
避
け

る
目
的
で
、
県
下
市
町
村
が
財
源

を
出
し
合
い
調
整
す
る
共
同
事
業

や
、
療
養
給
付
費
の
交
付
金
な
ど

の
増
に
よ
り
、
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
出
の
主
な
増
加
要
因
は
、

年
々
増
加
す
る
保
険
給
付
費
に
よ

る
も
の
で
、
前
年
に
比
べ
約
２
億

円
増
え
て
い
ま
す
。

老
人
保
健
医
療
特
別
会
計

　

当
特
別
会
計
は
平
成
17
年
度
に

医
療
諸
費
の
急
増
に
よ
り
赤
字
と

な
っ
た
た
め
、
平
成
18
年
度
は
繰

越
金
が
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
歳
入
は
前
年
と
比

較
す
る
と
増
加
し
ま
し
た
。

　

歳
出
は
、
前
年
と
比
較
す
る
と

医
療
諸
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
、

増
加
し
て
い
ま
す
。

介

護

保

険

特

別

会

計

　

高
齢
者
人
口
の
増
加
に
と
も
な

い
、
介
護
認
定
者
が
増
加
し
た
た

め
、
歳
出
の
保
険
給
付
費
が
前
年

に
比
べ
約
１
億
円
増
加
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
、
歳
入
も
負
担
割

合
に
応
じ
て
国
庫
支
出
金
、
県
支

出
金
、
支
払
基
金
交
付
金
な
ど
が

増
加
し
ま
し
た
。

下
水
道
事
業
特
別
会
計

　

下
水
道
事
業
で
は
、
主
要
な
汚

水
幹
線
の
工
事
が
お
お
む
ね
完
了

し
た
た
め
、
引
き
続
き
事
業
費
は

減
少
し
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
平
成
19
年
度
末
現
在
で

約
69
億
円
あ
る
当
特
別
会
計
の
町

債
残
高
は
、
平
成
21
年
度
を
境
に

減
少
に
転
じ
る
予
定
で
す
。

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
よ
り
詳
し

く
掲
載
し
ま
し
た
の
で
、
ぜ
ひ
一

度
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

財
政
課
財
務
係

　

平
成
19
年
度
の
歳
入
歳
出
決
算

は
、
調
書
・
諸
帳
簿
等
と
照
合
し

た
結
果
、
正
確
で
あ
り
、
計
数
に

お
い
て
も
誤
り
は
な
か
っ
た
。

　

ま
た
、
今
回
か
ら
追
加
さ
れ
た

健
全
化
判
断
比
率
の
審
査
に
つ
い

て
も
適
正
な
も
の
と
判
断
し
た
。

歳
　
入

　

歳
入
面
で
は
、
地
方
分
権
の
財

源
移
譲
と
し
て
、
個
人
町
民
税
が

伸
び
た
も
の
の
所
得
譲
与
税
が
廃

止
さ
れ
、
国
県
支
出
金
と
地
方
交

付
税
の
増
で
補
っ
た
。

　

町
税
の
大
半
を
占
め
る
個
人
町

民
税
で
は
、
地
方
税
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
、
約
２
億
円
伸
び
た
。

　

一
方
で
、
町
税
の
未
納
者
が
増

え
つ
つ
あ
り
、
徴
収
率
を
こ
れ
以

上
低
下
さ
せ
な
い
た
め
、
公
平
に

徴
収
す
る
手
段
の
検
討
や
納
め
や

す
い
方
法
を
模
索
す
る
よ
う
要
望

す
る
。

　

今
後
と
も
町
税
お
よ
び
保
険
料
、

負
担
金
等
の
徴
収
に
つ
い
て
引
き

続
き
努
力
さ
れ
た
い
。

歳
　
出

　

歳
出
面
で
は
、
厳
し
い
財
政
の

な
か
各
部
署
が
横
の
連
携
を
緊
密

に
と
り
、
事
業
の
集
中
や
統
合
な

ど
無
駄
の
な
い
予
算
執
行
を
心
が

け
、
経
費
節
減
を
す
る
一
方
、
重

点
施
策
で
は
、
重
点
的･

効
率
的

な
執
行
が
な
さ
れ
て
い
た
。

事
業
統
合
と
税
外
収
入
確
保
を

　

予
算
規
模
は
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
が
、

こ
れ
ま
で
公
共
施
設
の
建
設
目
的

で
発
行
し
た
町
債
の
元
金
ま
た
は

利
子
償
還
金
で
あ
る
公
債
費
が

年
々
増
加
し
て
い
る
た
め
、
実
質

的
な
予
算
は
減
少
の
傾
向
に
あ
る
。

　

ま
た
、
財
政
の
健
全
度
合
い
を

測
る
指
標
で
あ
る
実
質
公
債
費
比

率
や
実
質
収
支
比
率
は
適
正
な
範

囲
に
あ
り
、
健
全
な
財
政
運
営
を

示
し
て
い
る
が
、
人
件
費
、
扶
助

費
、
公
債
費
な
ど
の
義
務
的
経
費

割
合
（
支
出
の
必
要
性
が
高
く
、

削
減
し
に
く
い
経
費
）
が
高
く
、

財
政
の
硬
直
化
が
進
ん
で
い
る
。

　

こ
の
よ
う
な
厳
し
い
財
政
状
況

の
な
か
、
行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
を

有
効
的
に
運
用
し
、
事
業
の
集
中
、

削
減
、
統
合
を
よ
り
一
層
進
め
ざ

る
を
え
な
い
と
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
使
用
料･

手
数
料
な
ど

税
以
外
の
収
入
に
つ
い
て
も
、
行

政
サ
ー
ビ
ス
と
受
益
者
負
担
の
関

連
を
見
定
め
、
よ
り
一
層
公
平
で

適
正
な
収
入
確
保
に
よ
り
、
町
の

財
源
確
保
に
努
め
ら
れ
た
い
。

決
算
監
査
審
査
意
見
よ
り
（
監
査
委
員
　
　
　
）

　
意
見
書
か
ら
要
約

特別会計決算の状況　　　（万円未満四捨五入）

特別会計名 区分 決 算 額 増減

国 民 健 康 保 険
歳入 31億8,463万円 7.2%

歳出 30億9,069万円 7.5%

老 人 保 健 医 療
歳入 22億9,384万円 1.4%

歳出 22億4,328万円 1.3%

介 護 保 険
歳入 16億7,904万円 6.2%

歳出 16億3,752万円 6.3%

下 水 道 事 業
歳入 11億9,849万円 −1.5%

歳出 11億7,429万円 −0.6%

積立基金の状況　　　　　〔万円未満四捨五入〕

積立基金の区分 19年度末現在高 増減

財 政 調 整 基 金 5,136万円 −70.9%

公共施設整備基金 5,928万円 −51.0%

じん芥焼却場整備基金 1億4,549万円 −1.8%

減 債 基 金 1億2,278万円 0.9%

地 域 福 祉 基 金 1億8,459万円 0.9%

み ど り 基 金 5,167万円 −1.5%

協働まちづくり基金 8万円 −94.2%

公共施設用地取得基金 2,574万円 0.4%

国 民 健 康 保 険 
財 政 調 整 基 金

1,922万円 −80.6%

介護給付費準備基金 1,656万円 73.6%

合 計 6億7,677万円 −27.9%

定額運用基金（土地開発基金）の状況
〔万円未満四捨五入〕

19年度末現在高 増減

土　　　地 7,595.83㎡ 57.4%

現　　　金   2億5,319万円 −26.3%



5 広報にのみや 町役場の電話番号　☎71−3311

わたしが主役の協働まちづくりプラン

①総合計画策定推進事業	 15万円

②協働まちづくり推進事業	 2,168万円

暮らしの安全・安心プラン

①子育て支援策

・旧国立小児病院跡地維持管理工事	 434万円

・二宮、一色学童保育所改修工事	 188万円

・山西学童保育所整備工事	 1,048万円

・児童手当の引き上げなど	 1億6,775万円

②高齢者保健福祉計画改訂調査経費	 118万円

③企画運営事業（コミュニティバス検討委員会）

	 30万円

④消防ポンプ自動車購入事業	 1,623万円

⑤二宮小学校トイレ改修工事	 2,518万円

⑥二宮西中学校教育施設整備事業

（校舎・体育館耐震補強工事及び大規模改修工事など）

	 1億8,706万円

人と環境のさわやか健康プラン

①ごみ焼却施設停止に伴う清掃等委託料及び工事

	 750万円

②じん芥収集運搬事業	 2億8,908万円

③土地改良事業（中里地内）農道改良事業

	 4,700万円

④一色地内（鉄砲田）農道改良事業	 1,800万円

⑤漁港整備事業（二宮漁港整備基本設計委託料）

	 1,392万円

駅前・IT活性化プラン

①町道27号線（内原）拡幅改良工事	 4,389万円

②二宮駅北口基本計画策定委託料	 479万円

③駅南口線（横浜銀行横）歩道整備事業に伴う調査

委託料	 82万円

④学校間ネットワーク化推進事業	 282万円

町民みんなの個性輝きプラン

①図書館運営事業(ホームページからの予約受付開

始など)	 4,564万円

②文化振興事業（ピアノマラソンコンサート、湘南

にのみや未来コンサートなど）	 202万円

都市基盤の整備　　　　　　　　　　
　　「いきいきと暮らせるまちづくり」

①道路改良・補修事業

・町道63号線（二宮拡幅改良工事）	4,343万円

・町道277号線（旧国立小児病院前）拡幅改良

工事	 1,194万円

②公共下水道事業

・公共下水道整備事業	 6億473万円

・保健センター下水道接続工事	 95万円

・消防庁舎車庫改修工事（下水道接続工事含む）

	 578万円

歩行者の安全確保のため、工事が進む町道27号線

これによりすべての町立小中学校の耐震化が完了

重点プランの
　　実施状況

［万円未満は四捨五入］
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９
月
１
日
、
「
可
燃
ご
み
減

量
化
に
関
す
る
提
言
書
」
が
提

出
さ
れ
ま
し
た
。

　
提
言
書
の
内
容
の
一
部
を
ご

紹
介
し
ま
す
。

今回減量術を紹介していただい

た高橋さん宅（富士見１）のお庭

天日でごみを「乾

燥」させるのがポ

イント！

　

ご
み
減
量
化
「
緊
急
宣
言
」
は
、

単
に
町
内
で
の
焼
却
を
停
止
す
る

か
ら
で
は
な
く
、
「
循
環
型
社
会

の
形
成
及
び
地
球
温
暖
化
防
止
」

や
「
廃
棄
物
処
理
に
要
す
る
費
用

の
削
減
」
が
大
き
な
目
的
と
考
え

ま
す
。

　

「
可
燃
ご
み
50
％
削
減
」
に
向

け
て
次
の
と
お
り
提
言
を
し
ま
す
。

【
動
機
付
け
と
達
成
感
】

　

な
ぜ
「
可
燃
ご
み
50
％
削
減
」

な
の
か
を
町
民
お
よ
び
事
業
者
に

伝
え
、
そ
の
責
任
と
義
務
を
喚
起

し
て
取
り
組
む
よ
う
に
働
き
か
け

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

ま
た
、
成
果
を
定
期
的
に
数
字

で
知
ら
せ
る
ほ
か
、
指
定
ご
み
袋

の
価
格
を
見
直
し
て
、
家
庭
の
ご

み
処
理
費
用
に
も
反
映
で
き
れ
ば

や
る
気
に
つ
な
が
り
ま
す
。

【
ご
み
分
別
の
徹
底
】

　

ご
み
減
量
化
は
、
第
１
に
余
分

な
も
の
を
買
わ
な
い
「
排
出
抑

制
」
、
次
に
「
ご
み
の
分
別
」
で

す
。
「
毎
日
出
る
ご
み
」
の
中
に

は
、
資
源
化
で
き
る
も
の
が
混

ざ
っ
て
い
ま
す
。
分
別
が
減
量
に

つ
な
が
る
こ
と
を
繰
り
返
し
伝
え

る
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
家
庭
系
ご
み
の
減
量
】

　

生
ご
み
は
、
「
毎
日
出
る
ご

み
」
に
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
特

に
減
量
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

家
庭
で
の
生
ご
み
処
理
は
、
住
居

環
境
や
家
族
構
成
等
で
大
幅
に
処

理
方
法
が
異
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
処
理
方
法
に
つ
い
て
詳
し
く

町
民
に
伝
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
事
業
系
ご
み
の
減
量
】

　

家
庭
系
と
同
じ
よ
う
に
「
指
定

ご
み
袋
制
」
と
し
、
現
在
の
申
告

制
に
よ
る
ご
み
処
理
手
数
料
の
徴

収
方
法
を
見
直
し
、
適
正
な
手
数

料
を
徴
収
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

環
境
課
廃
棄
物
対
策
係

町
長
に
提
言
書
を
渡
す
西
山
会
長

８月分の資源ごみの売却価格と処理費用　※（　）内は前月比

処理量 処理費用…町の支出 売却価格…町の収入

古紙・布類 154,240㎏ （1,870㎏） 0円 （0円） 2,348,820円 （118,045 円）

空きビン 18,910㎏ （570㎏） 20,220円 （960円） 9,640円 （540円）

金 属 類 21,665㎏ （1,003㎏） 751,968円 （34,272 円） 580,126円 （53,729 円）

樹脂類①②③ 58,690㎏ （−4,005㎏） 2,555,169円 （−324,718 円） 2,085円 （−155円）

合 計 253,505㎏ （−562㎏） 3,327,357円 （−289,486 円） 2,940,671円 （172,159 円）

可燃ごみの処理費用
　　　　　　　　　　　　　　※（　）内は前月比

処理量 処理費用

8月分 501,720㎏
（−59,430㎏）

17,883,235 円
（−2,095,866 円）

累計処理量と削減率（18年度同期比）

H20.4 ～ 8月 2,680,450㎏

－9.9％
H18.4 ～ 8月 2,975,772㎏

ご
み
減
量
化
推
進
協
議
会

町
に
提
言
書
を
提
出
！

町
に
提
言
書
を
提
出
！

町
に
提
言
書
を
提
出
！

我
が
家
の
ご
み
減
量
術

ポ
イ
ン
ト
は
乾
燥

　

コ
ン
ポ
ス
ト
と
昔
の
黒
い
ビ

ニ
ー
ル
製
ご
み
袋
を
使
っ
て
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
て
い
ま
す
。

　

最
初
は
虫
や
悪
臭
で
大
変
で

し
た
が
、
試
行
錯
誤
を
重
ね
る

う
ち
、
「
細
か
く
刻
ん
で
乾
燥

さ
せ
る
」
こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
だ

と
わ
か
り
ま
し
た
。

　

そ
の
た
め
、
生
ご
み
は
濡
ら

さ
な
い
よ
う
、
流
し
の
三
角

コ
ー
ナ
ー
に
入
れ
ず
に
、
新
聞

紙
に
乗
せ
て
、
天
日
で
干
し
ま

す
。

　

干
し
た
生
ご
み
を
コ
ン
ポ
ス

ト
の
土
と
混
ぜ
て　

黒
い
ビ

ニ
ー
ル
袋
を
か
ぶ
せ
る
と
太
陽

熱
で
ビ
ニ
ー
ル
内
の
温
度
が
高

く
な
り
、
虫
も
わ
か
ず
、
発
酵

も
早
い
よ
う
で
す
。

　

自
家
製
堆
肥
で
、
家
庭
菜
園

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

皆
さ
ん
が
実
践
し
て
い
る
減
量
術

を
教
え
て
く
だ
さ
い
。
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　関係団体や有識者、一般公募などの委員か

らなる男女共同参画プラン推進連絡会では、

より町民の皆さんに親しみやすい形でプラン

を進めるため、意見提案などをしています。

　今回、４名の委員から「地域活動への参

加」をテーマにご意見を伺いました。

「夫婦の理解と協力が
一番大切！」
　NHK「篤姫」人気の背景には、自主性のある女

性の姿に対する多くの女性の共感があると思います。

　性別だけで捉えることなく、一人の人間としての

生き方を考えていく意識や体制づくりが必要です。

　そして一番重要なのは夫婦が理解・協力し合い、

地域活動や家事を、働く場の仕事と同等に考えるこ

とでもあると思います。

「地域活動で子どもに
自主性、私に自信」

　地域の子ども会では、普段から家にいる確率が高

い母親が活動に参加するのが一般的でした。

　子ども会本部では、男性の委員が多く、夜間に活

動することも増えましたが、やる気があれば女性で

もできるという自信が持てました。

　また、親が地域活動をしていると、子どもも参加

するようになり、子どもにも良いことと思います。

「女性の持つ特性を生か
していくのが第一歩！」

　　　　　　　　　　「男子厨房に入らず」の時代

から、夫婦が並んで家事をするのが珍しくない時代

に変わってきました。

　それでも地域組織の代表に女性が少ないのは、昔

の習慣が残り、身を引いてしまうのかもしれません。

　女性の特性を今の社会の中でどう生かすのかが、

男女共同参画の第一歩。個性を発揮するためにも、

積極的に地域活動へ参加する意識も必要ですね。

「社会問題は、男女の
協力によって解決を」
　地域の役員を選ぶとき、

女性の参加を望んでいますが、風土的なものでしょ

うか、女性の会議などでの発言は少なく、会議など

ではまだ発言しにくいようです。

　しかし、社会の決まりは男女で作るものなので、

公正な社会を構築していくためにも、個人の意見が

出しやすく、多様な個性が活かせる社会を作ること

で諸問題を解決していきたいですね。

　性別にとらわれることなく、一人の人間として個

性を発揮できる社会の実現は、家庭や仕事場だけで

なく、高齢化にともなう介護や子どもの安全といっ

た地域社会におけるさまざまな問題にも解決の可能

性が生み出されます。

　皆さんも地域活動という身近な視点の一つから、

男女共同参画社会を考えてみませんか？

※次回は「誰もが働きやすい職場づくり」をテーマ

に、委員のご意見を伺います。

問い合わせ　企画室企画調整係

松本篤子さん（一色）
元二宮町男女共同参画プラ

ン策定委員会会長

川上良子さん（百合２）
国際ソロプチミスト二宮役員

高橋武士さん（越地）
元越地地区長

岡崎宜子さん（松根）
子ども会育成会連絡協議会

（子ども会本部）役員

男女を問わず、
自分の可能性に
チャレンジできる
社会なんですね。

二宮町男女共同参画シンボルマーク

わかちあう
　仕事も家庭も喜びも

わかちあう
　仕事も家庭も喜びも
わかちあう
　仕事も家庭も喜びも
わかちあう
　仕事も家庭も喜びも

男女共同参画社会の実現を目指して＊＊＊男女共同参画社会の実現を目指して＊＊＊

～ その①　男女の活躍で、広がる地域活動 ～
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地域の消防団による巡回や、

消火栓点検なども行われます。

町の犯罪発生状況
８月 累計

（１月〜８月）

空 き 巣 等 1 12

出店荒し等 1 6

ひったくり 0 0

車 上 狙 い 0 17

自転車盗等 6 63

そ の 他 11 102

合 計 19 200

８月の犯罪　ピックアップ

　自転車盗の約６割は無施錠です。

ちょっとした買い物などの少しの時

間でもカギをかける習慣をつけま

しょう。

　
秋
は
伸
び
た
草
木
が
枯
れ
る
ほ

か
、
空
気
も
乾
燥
し
、
火
災
が
発

生
し
や
す
く
な
る
季
節
で
す
。

　
夜
９
時
か
ら
お
休
み
前
の
火
の

元
点
検
の
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

放
火
火
災
に
注
意
を

　

平
成
19
年
中
、
全
国
の
放
火
お

よ
び
放
火
の
疑
い
の
あ
る
火
災
は

全
体
の
20
・
４
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
家
の
回
り
の
整
理
整
頓
を
す

る
と
と
も
に
、
夜
間
の
ご
み
出
し

な
ど
は
や
め
ま
し
ょ
う
。

火
の
消
し
忘
れ
に
注
意
を

　

火
気
の
使
用
が
増
え
て
き
ま
す
。

「
う
っ
か
り
」
消
し
忘
れ
な
い
よ

う
、
絶
対
に
火
元
か
ら
離
れ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

消
防
本
部
予
防
係

　

☎
72
─

０
０
１
５

　
11
月
16
日
（
日
）
に
湘
南
国

際
マ
ラ
ソ
ン
が
開
催
さ
れ
る
た

め
、
国
道
１
号
や
西
湘
バ
イ
パ

ス
な
ど
に
交
通
規
制
が
か
か
り

ま
す
。

競
技
の
ス
タ
ー
ト
時
間

９
時
：
フ
ル
マ
ラ
ソ
ン
の
部

（
国
道
１
号
国
府
新
宿
付
近
）

９
時
50
分
：
10
㎞
車
い
す
の
部

10
時
：
10
㎞
の
部

（
西
湘
バ
イ
パ
ス
大
磯
西
IC
付
近
）

交
通
規
制

８
時
30
分
ご
ろ
～
15
時
30
分
ご
ろ

・
西
湘
バ
イ
パ
ス
西
湘
二
宮
IC　

～
国
道
１
３
４
号
新
江
ノ
島
水

族
館
前
間　

上
下
線

・
新
湘
南
バ
イ
パ
ス
茅
ヶ
崎
西
IC

～
茅
ヶ
崎
海
岸
IC
間　

下
り
線

８
時
30
分
ご
ろ
～
10
時
30
分
ご
ろ

・
国
道
１
号
大
磯
町
国
府
新
宿
～

唐
ヶ
原
間　

上
下
線　

長
者
町

～
相
模
貨
物
駅
前
間　

下
り
線

問
い
合
わ
せ　

湘
南
国
際
マ
ラ
ソ

ン
事
務
局　

☎
70
─

６
６
６
７

　

（
平
日
10
時
～
17
時
）

赤線は交通規制区間。東京方面に行かれる方は、県道63号線や小田原厚木道路、東名高速
道路を使って迂回してください。
湘南国際マラソンホームページ : http://www.shonan-kokusai.jp/

秋
季
火
災
予
防
運
動

秋
季
火
災
予
防
運
動

秋
季
火
災
予
防
運
動

第
３
回

湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン

第
３
回

湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン

第
３
回

湘
南
国
際
マ
ラ
ソ
ン

相模湾
大磯プリンスホテル

二宮 IC

大磯西 IC
橘 IC

大磯 IC71
63

西
湘
二
宮
IC

フィニッシュ

フ
ル
第
二
折
返
し
地
点

車
い
す
折
返
し
地
点

10
㎞
折
返
し
地
点

二宮駅

国府新宿
唐ヶ原

長者町

国府新宿 大磯駅

唐ヶ原

長者町

平塚駅

花
水
川

相模貨物駅前相模貨物駅前
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読
書
の
秋
、
文
化
の
秋
、
歴
史
の
秋
。

　
涼
し
い
秋
風
が
そ
よ
ぐ
今
の
季
節
、
ふ
る
さ
と
の
歴
史
あ
ふ

れ
る
読
み
物
は
い
か
が
で
す
か
？

　
本
に
綴
ら
れ
た
歴
史
や
逸
話
は
、
き
っ
と
皆
さ
ん
に
感
動
を

与
え
、
風
の
色
や
土
の
薫
り
も
変
わ
っ
て
感
じ
ら
れ
る
は
ず
で

す
。

歴
史
を
丹
念
に
追
っ
た

　
『
二
宮
町
史
　
通
史
編
』

　

二
宮
の
土
台
と
な
る
自
然
環
境

を
は
じ
め
、
原
始
か
ら
現
代
に
至

る
ま
で
の
歴
史
を
、
貴
重
な
資
料

の
も
と
、
丹
念
に
追
っ
た
『
二
宮

町
史　

通
史
編
』
は
、
町
の
メ
イ

ン
の
歴
史
書
で
す
。

　

そ
こ
に
は
小
田
原
を
支
配
し
て

い
た
北
条
氏
と
の
関
わ
り
や
、
二

宮
周
辺
を
「
こ
ゆ
る
ぎ
の
里
」
と

呼
ん
だ
い
わ
れ
な
ど
、
興
味
深
い

記
述
が
満
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

通
史
編
を
形
づ
く
っ
た

　
『
二
宮
町
史
　
資
料
編
』

　

よ
り
深
く
歴
史
を
読
み
解
き
た

い
方
の
た
め
、
通
史
編
を
編
さ
ん

す
る
際
の
基
礎
と
な
っ
た
資
料
を

集
め
た
『
資
料
編
』
が
あ
り
ま
す
。

　

資
料
編
に
は
、
遺
跡
の
調
査
書

や
和
歌
な
ど
、
原
始
か
ら
近
世
ま

で
の
資
料
を
網
羅
し
た
「
資
料
編

１　

原
始
・
古
代
・
中
世
・
近

世
」
の
ほ
か
、
気
候
や
地
質
、
動

植
物
の
資
料
に
特
化
し
た
「
資
料

編
１　

自
然
」
、
戦
時
や
戦
後
の

貴
重
な
資
料
も
盛
り
込
ん
だ
「
資

料
編
２　

近
代
・
現
代
」
な
ど
が

あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
『
二
宮
町
史　

資
料

編
』
は
、
町
内
の
寺
社
の
縁
起
や

石
造
物
に
つ
い
て
ま
と
め
た
『
二

宮
町
史　

別
編　

寺
社
・
金
石

文
』
と
合
わ
せ
て
、
町
の
自
然
や

歴
史
を
よ
り
深
く
知
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

町
の
歴
史
が
こ
れ
一
冊
に
！

　
　
　
『
二
宮
町
郷
土
史
』

　

『
二
宮
町
史
』
は
、
多
く
の
内

容
が
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
よ
り

簡
単
に
読
み
た
い
場
合
は
こ
の
一

冊
が
お
勧
め
で
す
。

　

こ
れ
は
町
史
の
前
身
と
し
て
編

集
さ
れ
、
自
然
や
芸
能
、
信
仰
、

近
現
代
の
開
発
ま
で
、
重
要
な
部

分
を
詳
し
く
解
説
し
て
い
ま
す
。

近
現
代
の
発
展
に
つ
い
て
は

　
　
『
二
宮
町
近
代
史
話
』

　

『
二
宮
町
近
代
史
話
』
は
、
近

現
代
の
町
の
発
展
に
貢
献
し
た
人

物
の
ほ
か
、
軽
便
鉄
道
、
二
宮
駅

開
設
、
関
東
大
震
災
の
記
録
な
ど
、

大
き
な
事
件
を
中
心
に
、
丁
寧
な

解
説
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

普
段
何
気
な
く
使
っ
て
い
る

学
校
や
駅
の
歴
史
に
ふ
れ
る
と
、

ち
ょ
っ
と
違
っ
た
見
方
が
で
き
る

か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

地
名
に
残
る
歴
史
を
読
む

　
　
『
に
の
み
や
の
地
名
』

　

「
二
宮
」
と
い
う
地
名
は
、
川

勾
神
社
が
昔
の
相さ

が
み
の
く
に

模
国
の
二
宮
で

あ
っ
た
た
め
に
つ
け
ら
れ
た
名
前

で
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
今
残
る
地
名
か

ら
、
昔
の
歴
史
や
地
形
な
ど
が
分

か
る
場
合
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
本
で
は
、
今
残
る
地
名
の

ほ
か
、
昔
呼
ば
れ
て
い
た
地
名
ま

で
を
解
説
し
て
い
ま
す
。

も
っ
と
気
軽
に
学
ぶ

　
　
『
ふ
る
さ
と
再
発
見
』

　

も
っ
と
気
軽
に
町
の
歴
史
や
文

化
に
親
し
み
た
い
方
の
た
め
に
、

安
価
で
持
ち
運
び
も
し
や
す
い
形

で
、
『
ふ
る
さ
と
再
発
見
』
シ

リ
ー
ズ
が
あ
り
ま
す
。

　

町
内
を
通
る
道
や
、
チ
ョ
ウ
や

植
物
な
ど
の
自
然
、
路
傍
の
石
仏

な
ど
、
ジ
ャ
ン
ル
ご
と
に
５
冊
が

発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
バ
ー
チ
ャ
ル
郷
土
館

や
図
書
館
２
階
の
地
域
資
料
コ
ー

ナ
ー
で
紹
介
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

　

☎
72
─

６
９
１
２

町教育委員会発行図書

書名 編　　　名 出版年 価格

二
宮
町
史

通史編 平成６年 5,000円

資料編１（原始・古代
・中世・近世、自然）
２冊組み

平成２年 5,000円

資料編２（近代・現代） 平成４年 5,000円

別編（寺社・金石文） 平成６年 3,000円

二宮町郷土史 昭和47年 1,200円

二宮町近代史話 昭和60年 2,000円

にのみやの地名 平成６年 1,800円

ふ
る
さ
と
再
発
見

１　にのみやの古道 平成10年 400円

２　二宮の海運、二宮
　のチョウ

平成11年 400円

３　国府祭と川勾神社
　の付祭り・二宮の
　野鳥・二宮の植物

平成12年 400円

４　池田先生　郷土二
　宮を語る・路傍の石
　仏について・二宮の
　チョウ

平成14年 400円

５　道の変遷と町の発展 平成18年 500円

読
書
の
秋
に

　
に
の
み
や
の
歴
史
を

左
上
か
ら
通
史
編
、
資
料
編
１
・
２
、

別
編
、
郷
土
史
、
近
代
史
話
、
地
名
、

下
段
は
ふ
る
さ
と
再
発
見
シ
リ
ー
ズ
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平
成
19
年
度
の
介
護
保
険
の
運
営
状
況
が
ま
と
ま
り
ま

し
た
の
で
、
今
月
と
来
月
の
２
回
に
分
け
て
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　
今
回
は
、
平
成
19
年
度
の
認
定
者
数
と
前
年
度
の
認
定

者
数
と
の
比
較
を
紹
介
し
ま
す
。

平
成
19
年
度
の

　
　
　
　
介
護
保
険
の
状
況
は
？
①

軽度生活支援事業
（ほっと安心ヘルパー）

　生きがい事業団の提供するサービスの一部に対し

て、その利用料の５割程度を町が負担します。（原

材料費は除く）

対　象

　65歳以上のお一人住まい、または高齢者のみの

世帯の方で、町民税非課税世帯の方。

（上記以外の方も生きがい事業団への依頼は可能で

すが、補助は出ません。）

業務内容の例

　外出時の付き添い、片付けや除草、買い出し等

※料金及び業務内容の詳細については、生きがい事

業団（☎71− 0681）にご確認ください。

※補助を受けるには、町に事前申請が必要です。

申込み・問い合わせ　高齢介護課高齢福祉係

年
齢
階
層
別
認
定
者
数

　

平
成
20
年
３
月
末
現
在
、
町
で

は
１
０
３
１
人
の
方
が
要
介
護
認

定
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

介
護
保
険
制
度
で
は
、
65
歳
以

上
の
方
を
第
１
号
被
保
険
者
と
区

分
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
65
歳

か
ら
74
歳
の
方
で
は
１
４
０
人
が

認
定
さ
れ
、
同
年
代
の
３
・
３
％
、

約
30
人
に
１
人
の
割
合
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

75
歳
以
上
の
方
で
は
認
定
者
数

は
８
５
９
人
に
の
ぼ
り
、
26
・

４
％
、
約
３
・
８
人
に
１
人
の
割

合
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、
前
年
の
３
月
末
と

比
べ
る
と
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
40
歳
か
ら
64
歳
ま
で
の

方
を
第
２
号
被
保
険
者
と
区
分
し

て
い
ま
す
が
、
認
定
者
数
は
32
人

で
す
。
な
お
、
こ
の
第
２
号
被
保

険
者
が
認
定
を
受
け
る
た
め
に

は
、
16
の
特
定
疾
病
（
脳
血
管
疾

患
、
脊せ

き
ず
い髄
小
脳
変
性
症
、
筋
萎い

し
ゅ
く縮

性
側そ

く
さ
く索
硬
化
症
な
ど
）
に
よ
り
要

介
護
状
態
に
な
っ
た
こ
と
が
要
件

と
な
っ
て
い
ま
す
。

介
護
度
別
認
定
者
数

　

介
護
度
は
要
支
援
１
・
２
、
要

介
護
１
～
５
の
７
段
階
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　

平
成
18
年
４
月
か
ら
新
予
防
給

付
制
度
が
開
始
さ
れ
、
「
要
介
護

１
」
の
方
の
内
、
状
態
の
改
善
や

悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
判

断
さ
れ
た
方
は
「
要
支
援
２
」
と

認
定
さ
れ
、
介
護
予
防
に
重
点
を

置
い
た
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ま
す
。

　

介
護
度
別
に
見
る
と
、
平
成
20

年
３
月
末
現
在
、
要
介
護
１
の
方

が
前
年
の
３
月
末
現
在
と
比
較
し
、

72
人
減
少
し
ま
し
た
。
一
方
、
要

介
護
２
が
24
人
、
要
介
護
５
が
13

人
、
そ
れ
ぞ
れ
増
加
し
て
い
ま
す
。

認
定
者
の
介
護
度
が
重
度
化
し
て

い
る
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　

来
月
の
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
介

護
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
状
況
な
ど
に

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

　

高
齢
介
護
課
介
護
保
険
係

年齢階層別認定者数

年齢別
平成19年３月末 平成20年３月末

年齢別
人口

認定者数
認定者
の割合

年齢別
人口

認定者数
認定者
の割合

40～64歳 10,829人 33人 0.3% 10,613人 32人 0.3%

65～74歳 4,129人 157人 3.8% 4,226人 140人 3.3%

75歳～ 3,076人 854人 27.8% 3,252人 859人 26.4%

小　計 7,205人 1,011人 14.0% 7,478人 999人 13.4%

合　計 18,034人 1,044人 5.8% 18,091人 1,031人 5.7%

介護度別認定者数

介 護 度
平成19年３月末 平成20年３月末 前年度比増減

人数 構成比 人数 構成比 人数 構成比

要支援１ 93人 8.9% 100人 9.7% 7人 7.5%

要支援２ 138人 13.2% 149人 14.5% 11人 8.0%

要介護１ 196人 18.8% 124人 12.0% −72人 −36.7%

要介護２ 184人 17.6% 208人 20.2% 24人 13.0%

要介護３ 176人 16.9% 174人 16.9% −2人 −1.1%

要介護４ 119人 11.4% 125人 12.1% 6人 5.0%

要介護５ 138人 13.2% 151人 14.6% 13人 9.4%

合　　計 1,044人 100.0% 1,031人 100.0% −13人 −1.2%

　
介
護
予
防
を
す
る
こ
と

で
、
高
齢
に
な
っ
て
も
重

度
の
介
護
を
必
要
と
せ
ず
、

い
つ
ま
で
も
生
き
生
き
と

過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
す
。
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こんにちは 健康課です　第73回

　町では今年も高齢者のインフルエンザ予防接種を

実施します。インフルエンザは、普通の風邪に比べ

て全身症状が強く、肺炎等を合併すると重症化する

ことが多く、特に65歳以上の高齢者や慢性疾患患

者の死亡率がより高くなります。

　予防接種を受けてからインフルエンザに対する抵

抗力がつくまでに２週間程度かかるので、流行する

前の12月中旬までに接種することをお勧めします。

※接種を受けることは義務ではありません。ご本人

が希望する場合に限り接種してください。

期　間　11月１日（土）～12月27日（土）

※健康カレンダーでお知らせした日程よりも期間が

延長になっていますのでご注意ください。

対象者　町内に住所があり、接種日に満65歳に達して

いる方。（心臓、じん臓、呼吸器やHIVによる免疫の

機能に高度の障害がある60歳以上の方も対象にな

る場合がありますので、お問い合わせください。）

接種場所　下表の各医療機関

接種回数　期間内に1人1回のみ

一部負担金　1,300円（医療機関でお支払いくだ

さい。生活保護世帯の方は受給者証を提示すると

無料です。）

持ち物　○保険証○健康手帳（お持ちの方のみ）

　　　　○生活保護受給者証（生活保護世帯の方）

その他

○必ず「説明書」をよく読んでから「予診票」

を記入してください。「説明書・予診票」は

10月20日（月）以降に役場１階健康課、町民

サービスプラザ（百合が丘商店街内）、社会福

祉センター、温水プールと実施医療機関で配布

します。

○インフルエンザ予防接種済証が発行されますの

で大切に保管してください。

問い合わせ　健康課保健予防係　

平成20年度  インフルエンザ予防接種実施医療機関一覧表　　　　　　　　　　　　　　　（50音順）

医　療　機　関 住　　所 予 防 接 種 実 施 日 時 備　　考

浅野クリニック
百合が丘3-5-2

月・火・金 9:00～12:00 14:30～17:00
要電話予約

　☎72－0720 水・土 9:00～12:00

井上整形外科
百合が丘1-1-1

月・火･水･金 9:00～11:00 15:00～18:00
要電話予約

　☎72－4114 土 9:00～11:00

尾上クリニック
二宮795 月・木･金 9:00～11:00 15:00～17:00 要電話予約

　☎71－1612

加藤クリニック
百合が丘2-4-1

月・火･水・木･金 9:00～12:00 13:30～17:30
要電話予約

　☎71－8443 土 9:00～12:00

こうの内科・循環器科クリニック
二宮884

月・火・水･金 9:00～12:00 14:45～16:40
要電話予約

　☎72－6701 土 9:00～12:00

さだもとクリニック
二宮821-10

月・火・木・金 9:00～12:00 15:00～18:00
要電話予約

　☎72－5737 水・土 9:00～12:00

住田医院
二宮122-8

月・火・水・金 9:00～12:00 15:00～17:30
要電話予約

　☎71－0179 土 9:00～12:00

たけすえ小児科
二宮904

火 10:00～12:00
随時

　☎71－9735 水・木・金 10:00～12:00 15:00～18:00

西山クリニック
二宮1285-1 日～土・祝日 9:00～12:00 14:00～17:00

　☎71－1212

二宮しおみクリニック
二宮479-5

月・火・木･金 9:00～12:30 15:00～18:30
要電話予約

　☎70－6288 土 9:00～12:30 14:00～17:00

二宮診療所
二宮1305

月・火・金 9:00～11:30 15:00～17:30
要電話予約

　☎71－0201 水・土 9:00～11:30

二宮中央胃腸外科
中里989-7

月・火・木・金 9:00～12:00 14:00～18:00
要電話予約

　☎73－2911 土 9:00～12:00

二見整形外科
川匂６

月・火・水・金 9:00～11:30 14:00～17:30
要電話予約

　☎0465−43−2921 土 9:00～11:30 14:00～17:00

百合が丘クリニック
百合が丘2-1-2

月・火・水・金 9:00～12:00 15:00～18:00
要電話予約

　☎73－0082 土 9:00～12:00

横山医院
二宮1048-2

月・火･水･木・金 9:00～11:00 15:00～17:00
要電話予約

　☎72－2580 土 9:00～11:00

高齢者のための
　インフルエンザ予防接種
高齢者のための
　インフルエンザ予防接種
高齢者のための
　インフルエンザ予防接種
高齢者のための
　インフルエンザ予防接種
高齢者のための
　インフルエンザ予防接種
高齢者のための
　インフルエンザ予防接種
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後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
や

　
国
民
健
康
保
険
税
が
年
金
か

　
ら
天
引
き
さ
れ
て
い
る
方
へ

　

特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
天
引

き
）か
ら
普
通
徴
収（
口
座
振
替
）

に
切
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

対
象
者
　
①
か
②
に
該
当
す
る
方

①
こ
れ
ま
で
国
保
に
加
入
し
て

い
て
、
直
近
2
年
間
の
国
民
健
康

保
険
税
を
確
実
に
納
め
て
い
る
方

②
口
座
か
ら
振
替
で
き
る
方

（
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
は

年
金
収
入
１
８
０
万
円
未
満
の

方
で
、
代
わ
り
に
収
め
て
く
れ

る
配
偶
者
や
世
帯
主
の
口
座
）

申
請
手
続
き
　
預
金
通
帳
、
金
融

機
関
届
出
印
を
持
っ
て
、
町
民

課
窓
口
で
申
請
。

　
　

町
民
課
保
険
年
金
係

　
「
二
宮
町
ま
ち
づ
く
り
評
価

　
委
員
会
委
員
」
の
募
集

　

町
が
行
っ
た
政
策
や
施
策
の
評

価
に
対
し
、
ご
意
見
や
助
言
を
い

た
だ
く
「
二
宮
町
ま
ち
づ
く
り
評

価
委
員
会
委
員
」
を
募
集
し
ま
す
。

定
員　

男
女
各
1
名

応
募
条
件　

町
内
在
住
の
20
歳
以

上
の
方
で
、
平
日
の
昼
間
に
行

う
年
３
回
程
度
の
会
議
に
出
席

で
き
る
方

謝
礼　

会
議
１
回
の
出
席
に
つ
き

５
，
０
０
０
円

任
期　

選
任
の
日
か
ら
平
成
22
年

3
月
31
日
ま
で

応
募
期
間

　

10
月
10
日（
金
）～
31
日（
金
）

応
募
方
法　

応
募
動
機
を
４
０
０

字
程
度
に
ま
と
め
、
住
所
、
氏

名
、
年
齢
、
性
別
、
経
歴
、
電

話
番
号
を
記
入
の
上
、
役
場
２

階
企
画
室
ま
で
持
参
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、

Ｅ
メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
で
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。

※
提
出
い
た
だ
い
た
書
類
を
も
と

に
選
考
し
、
結
果
は
応
募
し
た
方

全
員
に
通
知
し
ま
す
。

　
　

企
画
室
企
画
調
整
係

〒
２
５
９
─

０
１
９
６
（
個
別

郵
便
の
た
め
住
所
不
要
）

　

73
─

０
１
３
４

Ｅ
メ
ー
ル　

k
ik
ak
u
@
tow
n
.

n
in
om
iy
a.k
an
ag
aw
a.jp

●認知症相談　○予

　11月19日（水）

　13時30分〜15時45分

●こころの健康相談　○予

　11月18日（火）、

　12月2日（火）、9日（火）

　13時30分〜15時45分

●精神保健家族教室

　11月18日（火）

　13時30分〜15時30分

　保健予防課

○予…予約制（申し込み多数のた

め、早めにお申し込み下さい）

☎32−0130

http://www.pref.kanagawa.jp

/osirase/15/1577/index.html

町では自主財源確保のため、有料広告を掲載しています。

　県民の皆さんと知事が県政について直接語り合う「神奈川ふれ

あいミーティング」が開催されます。今年度は「神奈川から『地

球復興』を！地域温暖化防止に向けて、今、できること」をテー

マに、皆さんと一緒に考えてみたいと思います。

と　き　11月29日（土）13：00～15：00

ところ　ラディアン

申込み　電話・ＦＡＸ・はがき〔氏名（ふりがな）、在住の市町

村名、参加人数、保育希望者は電話かファックス番号も

明記〕、県のホームページ、11月21日（金）までにお

申込みください。

　・　　神奈川県湘南地域県政総合センター企画県民部県民課

　　　　〒254−0073　平塚市西八幡１−３−１

　　　　（☎22−2711、　23−0599）

　　　　http://www.pref.kanagawa.jp/osirase/syonanac/

　　　　event/20fureai.htm

「知事と語ろう！神奈川
　ふれあいミーティング」
「知事と語ろう！神奈川
　ふれあいミーティング」
「知事と語ろう！神奈川
　ふれあいミーティング」

参加
募集
参加
募集
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秋
の
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
月
間

　
イ
ベ
ン
ト

　

土
曜
エ
イ
ズ
（H

IV

）
検
査
（
性
感

染
症
検
査
も
合
わ
せ
て
）
を
行
い
ま

す
。
（
無
料
、
匿
名
、
予
約
不
要
）

11
月
22
日
（
土
）

9
時
30
分
～
11
時
、
13
時
30
分
～
15
時

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所

・
採
血
後
、
１
～
２
時
間
後
に
検

査
結
果
が
出
ま
す
。
判
定
保
留
の

場
合
は
翌
週
以
降
に
な
り
ま
す
。

・
感
染
後
３
ヶ
月
（
12
週
間
）
未
満

の
場
合
、
正
し
い
結
果
は
出
ま
せ
ん
。

　
　

平
塚
保
健
福
祉
事
務
所
保
健

予
防
課
☎
32
─

０
１
３
０

　
東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ
ン

　
ト
リ
ッ
プ
調
査
の
お
知
ら
せ

　

神
奈
川
県
で
は
10
月
か
ら
11
月

に
か
け
て
、
国
や
東
京
都
な
ど
と

協
力
し
て｢

東
京
都
市
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査｣

を
行
い
ま
す
。

こ
の
調
査
は
、
将
来
の
ま
ち
づ
く

り
や
交
通
計
画
な
ど
を
検
討
す
る

た
め
の
基
礎
資
料
と
し
て
活
用
し

ま
す
。
調
査
の
対
象
と
な
っ
た
ご

家
庭
に
は
調
査
票
を
送
付
し
ま
す

の
で
、
調
査
へ
の
ご
理
解
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
　

神
奈
川
県
都
市
計
画
課

　

☎
０
４
５
─

２
１
０
─

６
１
８
５

町の人口（平成20年9月1日現在）
総　数 29,572人 （−41）

男 14,319人 （−16）

女 15,253人 （−25）

世帯数 11,175世帯（− 6）

（　）内は前月比。

※平成17年国勢調査結果を基礎数値にしています。

〔行政資料紹介〕

　役場２階の閲覧コーナーで閲覧できる町と県の行政資料

の最新版です。

〔町の資料〕

○平成19年度二宮町一般会計特別会計歳入歳出決算書及

び付属書類

○平成19年度歳入歳出決算説明書

○平成19年度二宮町一般会計及び特別会計歳入歳出決算

並びに基金運用状況、財政健全化に基づく各種財政指標

の監査審査意見書

〔県の資料〕

○県財政のあらまし2008 Ⅰ

○かながわ男女共同参画推進プラン（第２次）

ほかにも閲覧できる資料があります。

問い合わせ　総務課庶務係

10月の納期
町県民税	 （３期）
国民健康保険税	 （５期）
後期高齢者医療保険料	 （４期）
後期高齢者医療保険料（被扶養者）	 （１期）
介護保険料	 （５期）
保育料	 （10月分）

⇨⇨⇨ 	10	月	31	日
〜活かします　あなたの納める貴重な税〜

　下水道の供用開始後（下水道を使用できる地域

になったら）、浄化槽を使用している方は遅滞な

く、また汲み取りトイレの方は３年以内に水洗便

所に改造して、建物内の排水設備を公共下水道へ

接続することとなっています。（下水道法）

　公共下水道は地域の生活環境の向上や自然環境

保護に大きな効果があります。供用

区域でまだ下水道に接続されていな

いご家庭、事業所やアパートをお持

ちの方は公共下水道への接続につい

て、当町に登録している排水設備指

定工事店から業者の選定、排水設備

工事の具体的な検討をお願いします。

問い合わせ　下水道課業務係

公共下水道への
　接続をお願いします
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中
里
の
獅
子
舞

民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
の
ほ
か
、
元
旦
の

川
勾
神
社
で
も
見
ら
れ
ま
す
。

誇らしげなトーテムポールからは、

地域の優しさを感じます。

自然と協力しあうのが野外キャ

ンプの魅力の一つ（？）

　

川
匂
・
押
切
子
ど
も
会
で

は
、
町
内
で
唯
一
自
地
区
内

キ
ャ
ン
プ
を
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
プ
は
、
町
内

会
や
青
少
年
指
導
員
な
ど
、

強
力
な
地
域
の
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
が
あ
っ
て
実
施
で
き
て
い

ま
す
。

地
域
の
中
で
育
ま
れ
る
笑
顔

　

子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
が
あ
と

を
断
た
な
い
不
安
な
世
の
中
。
そ

ん
な
中
、
地
域
で
キ
ャ
ン
プ
を
実

施
す
る
川
匂
・
押
切
地
区
に
は
、

子
ど
も
の
た
め
に
地
区
役
員
の
み

な
ら
ず
、
付
近
の
家
庭
も
協
力
す

る
環
境
が
根
付
い
て
い
ま
す
。

思
い
を
集
め
た
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル

　

川
匂
・
押
切
子
ど
も
会
で
は
、

　

中
里
に
は
、
獅
子
舞
が
あ
り
ま

す
。
こ
れ
は
安
永
、
天
明
の
こ
ろ
、

こ
の
地
方
に
悪
い
病
が
は
や
り
、

ど
こ
の
家
で
も
大
変
で
し
た
の
で
、

村
役
人
の
人
々
が
相
談
し
、
こ
の

悪
病
を
追
い
払
お
う
と
、
獅
子
舞

を
舞
わ
せ
た
の
が
始
ま
り
と
言
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
後
、
村
に
よ
か
ら
ぬ
こ
と

が
あ
る
と
、
必
ず
獅
子
舞
が
行
わ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の

時
に
は
、
朝
か
ら
一
軒
一
軒
各
戸

を
ま
わ
っ
て
、
舞
い
終
わ
る
と
村

中
の
男
女
が
ぞ
ろ
ぞ
ろ
と
お
獅
子

の
あ
と
に
つ
い
て
村
は
ず
れ
の
用

水
堀
ま
で
つ
い
て
い
っ
て
、
悪
魔

払
い
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。

　

そ
の
後
、
大
正
２
年
の
御ご

た
い
て
ん

大
典

の
奉
祝
行
列
の
際
舞
わ
れ
て
以
来
、

こ
の
獅
子
舞
は
村
民
に
忘
れ
ら
れ

て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
二
宮

町
の
町
勢
施
行
30
周
年
に
、
元
町

商
店
街
の
出
し
物
と
し
て
時
の
会

長
の
戸
丸
さ
ん
が
昔
を
思
い
出
し

て
、
張
り
子
の
獅
子
頭
を
作
っ
て

獅
子
舞
を
演
じ
た
と
こ
ろ
大
変
好

評
を
博
し
ま
し
た
。

　

戸
丸
さ
ん
は
、
か
つ
て
中
里
に

獅
子
舞
が
あ
っ
た
こ
と
を
思
い
出

し
、
念
の
た
め
神
社
の
一
隅
を
調

べ
て
み
た
ら
、
古
い
獅
子
頭
が
出

て
き
た
と
言
う
こ
と
で
す
。

　

そ
こ
か
ら
、
中
里
の
有
志
が
獅

子
舞
の
復
活
を
思
い
立
ち
、
戸
丸

さ
ん
に
相
談
が
あ
っ
た
の
で
、
そ

の
意
気
に
感
じ
た
戸
丸
さ
ん
が
新

し
い
獅
子
頭
を
寄
進
し
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
新
し
い
振
り
付
け
を

習
っ
て
、
現
在
の
中
里
獅
子
舞
が

再
生
し
、
毎
年
民
俗
芸
能
の
つ
ど

い
に
出
演
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。

※　

10
月
19
日
（
日
）
に
ラ
デ
ィ

ア
ン
で
開
催
さ
れ
る
「
二
宮
町

民
俗
芸
能
の
つ
ど
い
」
に
出
演

し
ま
す
。
（
10
時
57
分
～
11
時

５
分
出
演
予
定
。
進
行
に
よ
り

よ
り
変
動
あ
り
。
）

　

皆
さ
ん
の
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。

出
典　

「
中
里
の
獅
子
舞
」
『
二

宮
の
昔
ば
な
し
』
よ
り
抜
粋

※
現
在
、
販
売
は
し
て
い
ま
せ
ん
。

⑤

８
月
２
日
に
地
域
の
協
力
を
得
て
、

子
ど
も
た
ち
の
思
い
を
集
め
た

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
づ
く
り
に
挑
戦

し
ま
し
た
。

　

地
域
の
大
人
が
丸
太
を
削
り
、

キ
ャ
ン
プ
の
時
間
を
使
っ
て
子
ど

も
た
ち
が
絵
を
描
き
ま
し
た
。

　

川
匂
老
人
憩
い
の
家
に
高
々
と

立
つ
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
は
、
子
ど

も
の
思
い
と
地
域
の
団
結
力
の
結

晶
で
す
。

川
匂
・
押
切
子
ど
も
会

ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
完
成
！
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町
の
伝
統
芸
能
が
集
合
！
北
京
公

演
し
た
二
高
相
模
人
形
部
も
出
演

当日は消防車両も展示されま

す。消防車に乗って、記念撮

影をしよう！

　11月９日のラディアンは「楽しい」「おい

しい」「嬉しい」が盛りだくさん！

　イベントや農産物の直売はもちろん、いろい

ろな体験もできて、みんなで楽しめる内容です。

○エヴリィダンスィングコンテスト
　10:00～15:00　ラディアンホール

○フリーマーケット
　9:00～16:00　ラディアン東側テニスコート

※内容・時間は変更することがあります。

問い合わせ　二宮町観光協会（公民館内）

☎・　　73−1208

開設時間　9:00～16:00

定休日　水曜

農林水産物展示品評会　9:00～14:30

ラディアン駐車場　ほか

○農林水産物の直売　9:00～　北側駐車場

○展示品の即売　14:30～　北側駐車場

○牛の搾乳体験
　11:00～12:00　13:00～14:00　果樹公園駐車場

○長野県高山村の農産物直売
　9:00～　北側駐車場

※大人気のブースにつき、開催時間に注意！

農協ふれあいまつりも同時開催！

問い合わせ　経済課農政係

イベント広場　ほか　9:00～16:00

○模擬店・特産品の販売
　9:00～16:00　イベント広場　ほか

皆さんのお越しをお待ちしています！

問い合わせ　町商工会　☎71−1082

※当日は、公共交通機関でご来場ください。

10月19日（日）　10：00開演
ラディアンホール　入場無料
　古くから伝わる民俗・文化を継承し、地域の

民俗芸能を皆さんに紹介します。二宮に伝わる

伝統芸能をぜひご覧ください。

問い合わせ　生涯学習課生涯学習係

　商店街で買い物する人たちや駅利用者が、

もっと便利になるよう、南口ロータリーに町営

有料駐車場を整備しました。

7:00～22:00 20分毎100円

22:00～7:00 60分毎100円

問い合わせ　道路公園課道路管理係

駅
へ
の
送
迎
や
商
店
街
で
の
買
い

物
が
よ
り
便
利
に
！

湘南にのみやふるさとまつり

農林水産まつり

にのみや商工まつり

11月９日はラディアンに！11月９日はラディアンに！11月９日はラディアンに！
しい楽しい　おいしい　嬉しい

駅南口に町営P
10月から稼働開始二宮町

 民俗芸能のつどい第34回
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８月30日（土）　ふれあい広場（中央会場）

日
ご
ろ
の
訓
練
と
連
携
が
、
災
害
時

に
自
分
の
身
を
守
り
ま
す
。

　地域の防災力強化と、自衛隊や警察などといった

各団体との連携を深めることを目的に実施した今回

の総合防災訓練。

　救助犬も加わった大がかりな救助救出訓練のほか、

消防署員や消防団員による応急手当訓練、消火訓練

など幅広い訓練が行われました。

９月22日（月）　西友二宮店

　９月21日から行われた「秋の全国交通安全

運動」の街頭キャンペーンでは、買い物帰りの

人たちにチラシを渡すなどして、交通安全を呼

びかけました。

９月21日（日）　ラディアン

　近年の被災現場視察の実体験を混ぜながらの

講義に、参加者も真剣そのもの。地震体験では

参加者から「これはすごい。まともに動けない

よ。本当に来たら大変だ。」といった声も。

総合防災訓練

交
通
事
故
０
は
一
人
ひ
と
り
の
心
が
け
。

飲
酒
運
転
は
絶
対
に
ダ
メ
！

起
震
車
で
震
度
７
を
体
験
。
大
き
な
揺

れ
に
思
わ
ず
必
死
に
。

秋の全国交通安全運動 地震に備えて、急ごう！

家庭の防災対策

必ず来る大災
害に備えて！

必ず来る大災
害に備えて！

必ず来る大災
害に備えて！


